
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

●七夕にちなんで… 

「七夕に笹を用意したい！」という図書委員イベント班の 

発案に、図書ボランティアの石原さんがご協力くださいました。 

図書室に大きな笹が登場しています。 

短冊におすすめの本や願いごとを書いてくださいね！ 

 

●新しい本が来ました ７月 5 日（月）から借りられます。 

★は、図書委員図書購入・紹介班が選んだ本です。 

 

【知識の本】 

分類 書     名 著  者 出版社 

460 わいるどらいふっ！〔１〕 一日一種∥著 山と渓谷社 

726 アジアンファンタジーな女の子のキャラクターデザインブック 紅木 春∥著 玄光社 

726 デジタルツールで描く！魅力を引き出す女の子の服の描き方 ｽﾀｼﾞｵﾊｰﾄﾞﾃﾞﾗｯｸｽ マイナビ出版 

 

～7月～ 
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●夏休み特別貸出 はじまります 

７月 5 日（月）～7 月 19 日（月） 

 

・ひとり ７冊まで、カード保持者は１０冊まで借りられます。 

・返却日は 9 月 6 日（月）です。 

・ＰＣプログラム入れ替えのため、 

２学期は 8 月３１日（火）から貸出返却を開始します。 

 

もうすぐ夏休み… 

その前に、図書室へＧｏ！ 

●読書週間： ７月 5 日（月）～１学期末 

図書委員が、クラス読み聞かせや集会発表などを企画中。 

お楽しみに！ 

 

 

 

１学期の本をすべて返してから、 

夏休みの本を借りてくださいね 

 

 



【よみもの】 

 910 森見登美彦の京都ぐるぐる案内 森見 登美彦∥著 新潮社 

★ 913 ラストで君は「まさか！」と言う冬の物語 ＰＨＰ研究所∥編 ＰＨＰ研究所 

★ 913 ラストで君は「まさか！」と言う涙の宝石 ＰＨＰ研究所∥編 ＰＨＰ研究所 

 913 海に願いを風に祈りをそして君に誓いを 汐見 夏衛∥著 スターツ出版 

★ 913 ラストで君は「まさか！」と言う春の物語 ＰＨＰ研究所∥編 ＰＨＰ研究所 

★ 913 ラストで君は「まさか!」と言う放課後ミステリー PHP 研究所∥編 PHP 研究所 

★ 913 さよなら噓つき人魚姫 汐見 夏衛∥著 一迅社 

★ 913 ラストで君は「まさか！」と言う秋の物語 ＰＨＰ研究所∥編 ＰＨＰ研究所 

★ 913 ラストで君は「まさか！」と言う不思議な友だち ＰＨＰ研究所∥編 ＰＨＰ研究所 

★ 913 ラストで君は「まさか！」と言う夏の物語 ＰＨＰ研究所∥編 ＰＨＰ研究所 

 913 境遇 湊 かなえ∥著 双葉社 

 913 Ｎのために 湊 かなえ∥著 双葉社 

 913 宵山万華鏡 森見 登美彦∥著 集英社 

★ 913 下町ロケット ゴースト 池井戸 潤∥著 小学館 

★ 913 劇場 又吉 直樹∥著 新潮社 

 913 雨月物語 上田 秋成∥〔著〕 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 

 913 古事記 角川書店∥編 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 

 914 枕草子 清少納言∥〔著〕 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 

 915 おくのほそ道 松尾 芭蕉∥〔著〕 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 

 

●夏休みにおすすめ 

 

 

中森先生おすすめの古典の本です。

『徒然草』「方丈記」『竹取物語』 

「平家物語」もあります。 

借りやすい文庫本です。 

夏休みに１冊いかがですか？ 

『オール★アメリカン★ボーイズ』 

ｼﾞｪｲｿﾝ･ﾚｲﾉﾙｽﾞ/ﾌﾞﾚﾝﾀﾞﾝ･ｶｲﾘｰ 作 偕成社 9３3 

 

「ブラック・ライブズ・マター（Black Lives Matter）」 

という言葉を聞いたことがありますか？１年前アメリカで、 

警官に拘束された黒人が死亡した事件から急速に広まっ 

た言葉で、「黒人の命は大切だ（みんな平等な大切な命 

なのに、黒人の命は軽視されてきた）」という意味です。 

この物語は事件以前に書かれていますが、驚くほど構造が 

似ていて、この問題の根深さを感じます。 

万引き犯と間違われ、白人の警官にいきなり暴行された黒人の高校生ラシャド。一部始終

を目撃してラシャドの無実を知りながらも、警官が友人の兄だったために真実を言い出せな

い白人の高校生クイン。二人の視点で物語が進み、それぞれ黒人作家のレイノルズ、白人作

家のカイリーが執筆しています。人種差別はアメリカだけの問題ではありません。物語を通

じて考えてみてください。 
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